
1
面

し
て
い
た
こ
ろ
、
子
ど
も
と

い
っ
し
ょ
に
よ
く
利
用
し
て
い

た
。
す
ば
ら
し
い
建
物
で
、
思

い
入
れ
が
あ
っ
た
」
と
話
す
。

今
後
、
市
が
本
館
部
分
の

装
飾
補
修
、
耐
震
補
強
工
事
、

ス
ロ
ー
プ
工
事
を
行
い
、
同
カ

フ
ェ
は
敷
地
内
に
別
棟
を
建
設

し
、
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂

の
併
用
を
開
始
す
る
。
工
事
完

了
後
、
両
者
は
新
棟
敷
地
及
び

本
館
（
本
館
敷
地
を
含
む
）
の

賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
。

渡
邉
さ
ん
は
「
拠
点
が
で
き

れ
ば
、来
た
い
人
が
い
つ
で
も
来

ら
れ
る
。支
援
を
必
要
と
す
る
人

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
繋
が
り
、
い
い
流
れ
が

で
き
る
」
と
、
新
た
な
拠
点
づ

く
り
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

市
商
連
の
新
年
会

電
子
商
品
券
に
期
待

鎌
倉
市
商
店
街
連
合
会
（
高

木
賢
一
会
長
）
の
新
年
会
が
１

月
15
日
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、
会
員
ほ
か
、
市
長

や
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
ら

各
界
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

高
木
会
長
は
、
会
員
の
事

業
の
発
展
と
商
店
街
の
活
性

化
、
地
域
経
済
の
振
興
に
尽
力

す
る
と
挨
拶
し
た
＝
写
真
。

松
尾
崇
市
長
は
、「
第
14
回

か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
」
で
鎌

倉
御
成
商
店
街
協
同
組
合
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
や
、
市

民
一
人
当
た
り
５
千
円
の
電
子

商
品
券
を
５
月
以
降
に
配
布

し
、
市
内
の
事
業
者
の
支
援
に

も
つ
な
げ
る
こ
と
を
話
し
た
。

新
年
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ

た
講
演
会
で
は
、
落
語
家
の
三

遊
亭
圓
丸
さ
ん
が
登
壇
。
駄
洒

落
が
笑
い
を
誘
い
、
酒
を
飲
ん

だ
り
、
豆
を
食
べ
た
り
の
巧
妙

な
身
振
り
手
振
り
に
観
客
は
想

像
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。

商
店
街
大
賞
で
優
秀
賞

御
成
商
店
街

神
奈
川
県
内
の
優
れ
た
商

店
街
の
取
り
組
み
を
表
彰
し
、

広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

県
内
の
商
店
街
全
体
の
活
性
化

を
図
る
「
第
14
回
か
な
が
わ
商

店
街
大
賞
」
が
開
催
さ
れ
、
鎌

倉
駅
西
口
の
「
鎌
倉
御
成
商
店

街
協
同
組
合
」（
小
嶋
淳
志
理

事
長
・
約
１
４
０
店
舗
）
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。
14
団
体
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
前
回

は
鎌
倉
由
比
ガ
浜
中
央
商
業
協

同
組
合
が
大
賞
を
受
賞
し
て
い

る
の
で
、
鎌
倉
が
２
年
連
続
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

鎌
倉
駅
か
ら
由
比
ガ
浜
大
通

り
ま
で
の
約
３
０
０
ｍ
と
い
う

好
立
地
や
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ
、

今
年
53
回
目
と
な
る
「
御
成
ぼ

ん
ぼ
り
祭
り
」
の
開
催
、
地
域

で
事
業
を
し
た
い
人
の
出
店
や

会
員
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
る

「
御
成
マ
ル
シ
ェ
」、
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
組
合
の
収
入
源

で
、
起
業
支
援
の
場
「
御
成
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ

Ｏ
」
の
運
営
な
ど
の
新
規
事
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
実
行
力
に

モ
デ
ル
性
が
認
め
ら
れ
た
。

小
嶋
理
事
長
（
65
）
は
「
御

成
商
店
街
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
足
を
運
ん
で
も

ら
い
た
い
。
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
も

歌
あ
り
踊
り
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
の
で

来
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

江
ノ
島
電
鉄
（
江
ノ
電
）
は

１
月
16
日
、
鎌
倉
市
極
楽
寺
の

極
楽
寺
検
車
区
で
、
新
年
度

か
ら
導
入
す
る
新
型
車
両

「
７
０
０
形
」
を
公
開
し
た
＝

写
真
。
新
型
車
両
の
導
入
は

２
０
０
６
年
の
「
５
０
０
形
」

以
来
だ
。「
日
常
か
ら
非
日
常

ま
で
」の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

沿
線
住
民
と
観
光
客
の
双
方
を

意
識
。
傾
斜
し
た
大
き
な
前
面

ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、
座
席
の
配

置
な
ど
を
工
夫
し
た
。

４
月
以
降
に
２
編
成
４
両

を
藤
沢
―
鎌
倉
間
で
走
ら
せ

る
。
ま
た
乗
務
員
ら
の
制
服
も

新
年
度
か
ら
一
新
す
る
。

新
型
車
両
の
山
側
の
座
席

は
、
横
長
の
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
で

海
が
望
め
る
。
一
人
分
の
座
席

が
わ
か
る
バ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
に

し
て
、
面
積
も
こ
れ
ま
で
よ
り

広
く
な
っ
た
。
海
側
は
一
人
ず

つ
対
面
す
る
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
。

足
が
通
路
に
出
な
い
た
め
、

立
客
用
の
床
面
積
が
増
え

て
混
雑
緩
和
に
も
な
る
。

車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
用

の
場
所
も
確
保
し
て
い
る
。

窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
鉄
道

業
界
で
は
初
め
て
特
殊
な

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
。
眩

し
さ
が
軽
減
さ
れ
景
色
が

は
っ
き
り
見
え
る
。
座
席

や
床
の
色
は
、
▽
伝
統
色

今
年
は
寺
社
の
境
内
や
民
家

の
生
垣
に
あ
る
サ
ザ
ン
カ
の
花

が
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
、
長
期

に
わ
た
っ
て
咲
き
つ
い
で
い
た

気
が
す
る
。

「
サ
ザ
ン
カ
　
サ
ザ
ン
カ
咲

い
た
道
…
」
と
童
謡
『
た
き
け

い
火
』
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
早
咲
き
は
10
月
ご
ろ
か
ら

咲
き
出
し
、「
ハ
ル
サ
ザ
ン
カ
」

と
呼
ば
れ
る
品
種
は
４
月
ご
ろ

ま
で
花
が
つ
く
。

ツ
バ
キ
科
の
落
葉
小
高
木
で

日
本
特
産
。
漢
字
は
山
茶
花
。

原
種
は
一

重
の
白
色
花

で
、桃
や
紅
、

八
重
や
獅
子

咲
き
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
品

種
が
あ
る
。

ツ
バ
キ
と

似
て
い
る
が
、
ツ
バ
キ
は
花
ご

と
落
ち
る
の
に
対
し
、
花
弁
を

１
枚
ず
つ
散
ら
す
こ
と
で
区
別

で
き
る
。

大
町
の
安
国
論
寺
、
本
堂
脇

に
あ
る
木
は
市
指
定
天
然
記
念

物
。
１
月
上
旬
、
白
色
の
花
を

満
開
に
咲
か
せ
、
は
ら
は
ら
と

花
び
ら
を
散
ら
し
て
い
た
。

「
７
年
ほ
ど
前
は
11
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
咲
い
て
い
た
が
、

年
々
開
花
が
遅
く
な
る
」
と
ご

住
職
。
サ
ザ
ン
カ
が
終
わ
る
と

境
内
の
ツ
バ
キ
が
見
ご
ろ
を
迎

え
る
と
い
う
。

２
月
に
創
立
80

周
年
を
迎
え
る
ビ

ス
ケ
ッ
ト
製
造
・

販
売
会
社
、
宝
製

菓
（
横
浜
市
戸
塚

区
）
が
、
創
業
の

地
で
あ
る
藤
沢
市

の
新
江
ノ
島
水
族
館
（
片
瀬
海

岸
２
）
で
祝
賀
会
を
開
き
、
従

業
員
と
そ
の
家
族
、
来
賓
な
ど

約
２
８
０
人
が
参
加
し
た
。

同
社
は
１
９
４
６
（
昭
和

21
）
年
２
月
１
日
に
藤
沢
市
藤

沢
で
創
業
開
始
し
た
。
岩
崎
智

子
社
長
の
祖
父
で
あ
る
岩
崎
裕

侾
氏
が
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時

代
に
一
人
で
も
多
く
の
人
を
飢

餓
か
ら
救
い
た
い
と
考
え
て
パ

ン
の
製
造
を
始
め
た
。
当
時
の

状
況
下
で
パ
ン
は
「
宝
物
」
の

よ
う
だ
っ
た
の
で
、店
名
は
「
宝

の
ふ
じ
パ
ン
」、
そ
れ
が
今
の
社

名
の
由
来
に
。
そ
の
後
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
一
筋
の
製
菓
会
社
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
１
９
６
２

年
横
浜
市
戸
塚
区
に
製
造
の
主

力
を
移
し
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面

へ
の
輸
出
を
開
始
。
１
９
７
０

年
代
に
米
国
な
ど
へ
の
輸
出
も

始
め
、７
６
年
に
は
「（
ニ
ュ
ー
）

ハ
イ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
生
産
も
始

ま
っ
た
。
１
９
８
５
年
、
藤

沢
市
に
新
し
い
工
場
が
完
成
。

２
０
１
９
年
に
大
ヒ
ッ
ト
商
品

「
塩
バ
タ
か
ま
ん
」を
発
売
し
た
。

３
代
目
の
岩
崎
社
長
は
「
従

業
員
や
ご
家
族
の
尽
力
の
も
と

80
年
を
迎
え
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
、

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
日

本
一
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
会
社
に
し

て
い
く
の
が
私
の
夢
」
と
語
っ

た
＝
写
真
。

来
賓
の
鈴
木
恒
夫
・
藤
沢

市
長
は
「
小
学
生
の
頃
、
近
く

に
宝
製
菓
の
会
社
が
あ
り
、
甘

い
香
り
に
つ
ら
れ
て
少
し
迂
回

し
て
学
校
に
通
っ
た
」
と
思
い

出
話
を
披
露
。「
こ
れ
か
ら
も

藤
沢
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
」と
激
励
し
た
。

従
業
員
ら
は
家
族
で
夜
の

水
族
館
を
愉
し
ん
だ
。

然
な
ど
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
逗
子
ま
ち
な
か
ア
カ
デ

ミ
ー
」
が
逗
子
市
制
70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
制
作
し
た
「
逗

子
か
る
た
」
の
原
画
展
が
１
月

上
旬
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
、
絵
札
を
担
当
し
た
逗
子

在
住
の
洋
画
家
・
佐
藤
泰
生
さ

ん
（
81
）
が
10
日
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
を
行
っ
た
＝
写
真
。

逗
子
か
る
た
は
、
２
０
２
４

年
12
月
に
初
版
５
０
０
を
制

作
。
２
５
年
10
月
に
内
容
を
改

訂
し
た
も
の
が
製
作
さ
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
で
描
か

れ
た
絵
が
飾
ら
れ
、
佐
藤
さ
ん

が
、
こ
の
か
る
た
の
で
き
た
い

き
さ
つ
、
か
る
た
の
お
も
し
ろ

さ
や
、
楽
し
み
方
を
話
し
た
。

　
田
村
さ
ん
は
、
自
分
の

生
い
立
ち
や
、
生
前
か
ら
自

分
の
葬
儀
の
遺
影
や
棺
、
音

楽
ま
で
企
画
し
て
い
た
母
親

の
終
活
の
こ
と
を
語
っ
た
。

会
場
か
ら
す
す
り
泣
き
の
声

も
聞
か
れ
、質
疑
応
答
で
は
、

遺
書
動
画
の
作
り
方
、
日
常

の
〝
ハ
グ
〞
が
大
切
な
こ
と

が
参
考
に
な
っ
た
な
ど
の
声

が
あ
が
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
映
画
上
映
や
健

康
測
定
・
相
談
会
、
福
祉
関
連

の
展
示
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
っ
た
。
市
で
初
め
て
の

取
り
組
み
で
今
後
の
継
続
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

関
連
諸
機
関
と

合
同
訓
練

葉
山
町
災
害
対
策
本
部

災
害
を
想
定
し
、
葉
山
町

が
県
、
陸
上
自
衛
隊
、
葉
山

警
察
署
・
消
防
署
と
連
携
す

る
災
害
対
策
本
部
図
上
訓
練

が
１
月
15
日
福
祉
文
化
会
館

で
行
わ
れ
、
過
去
最
多
の
66

人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生

時
役
場
内
に
設
置
さ
れ
る
災
害

対
策
本
部
の
対
応
能
力
向
上
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
本
部
長

を
務
め
る
山
梨
崇
仁
町
長
は

「
も
し
も
の
時
に
動
け
る
役
場

と
し
て
身
を
入
れ
た
訓
練
を
」

と
訓
示
。

町
の
広
範
囲
に
被
害
を
及

ぼ
し
、
最
大
瞬
間
風
速
49
・
１

㎧
を
記
録
し
た
２
０
１
９
年
の

台
風
19
号
を
想
定
し
、
県
の
災

害
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ク
ロ

ノ
ロ
ジ
ー
」
を
活
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
方
式
を
初
採
用
し
た
。
刻

々
と
変
わ
る
状
況
下
、
町
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
や
関
係
機
関

と
の
調
整
な
ど
を
各
部
で
議
論

し
な
が
ら
、
日
時
、
地
域
、
重

要
性
、
情
報
内
容
、
対
応
状
況
、

対
処
内
容
な
ど
の
項
目
ご
と
に

入
力
。
中
盤
で
は
各
部
の
幹
部

を
集
め
た
「
災
害
対
策
本
部
会

議
」
で
シ
ナ
リ
オ
な
し
の
協
議

を
行
い
、
本
部
と
各
部
の
連
携

も
図
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
方
式
の
初
め
て

の
試
み
に
「
地
図
や
検
索
が
あ

り
、
入
力
も
し
や
す
い
。
細
か

い
情
報
が
共
有
で
き
る
」
と
い

う
声
や
「
保
存
や
書
き
換
え
に

手
間
取
っ
た
。
入
力
済
み
の
デ

ー
タ
が
確
認
し
づ
ら
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も
。

全
体
の
振
り
返
り
で
は
「
地
域

防
災
計
画
を
読
み
込
み
、
他
の

部
署
の
役
割
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
」「
自
力
で
の
避
難
が

難
し
い
要
支
援
者
の
個
別
避
難

計
画
が
課
題
」「
若
手
職
員
に

良
い
訓
練
の
場
と
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

台
風
19
号
へ
の
対
応
も
行

な
っ
た
県
の
危
機
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
瀬
戸
山
昭
臣
さ
ん
の
講

演
も
あ
り
、
訓
練
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
西
川
肇
さ
ん
は
「
成
果
あ

る
訓
練
だ
っ
た
。
78
件
の
入
力

が
で
き
た
こ
と
に
驚
い
た
」
と

講
評
し
、
目
的
意
識
を
持
っ
た

災
害
対
策
本
部
会
議
の
実
施
や

情
報
の
収
集
・
分
析
・
共
有
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

稲
垣
一
郎
教
育
長
は
「
重
要

な
情
報
は
紙
で
記
録
し
同
時
進

行
す
る
こ
と
も
必
要
」
と
デ
ジ

タ
ル
に
頼
り
す
ぎ
な
い
対
応
や

非
常
電
源
の
運
用
に
も
触
れ
、

今
後
へ
の
課
題
に
つ
な
げ
た
。

逗
子
か
る
た
原
画
展

　

佐
藤
泰
生
さ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

逗
子
の
歴
史
・
文
化
・
自

　
　
安
国
論
寺
の
サ
ザ
ン
カ

文
　
　
小
林
　
千
穂

写
真
　
古
川
三
紀
雄

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　

鎌
倉
市
は
、
鎌
倉
を
中
心
に

食
を
介
し
た
多
世
代
交
流
や
地

域
共
生
を
目
指
す
非
営
利
組
織

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉
」（
渡

邉
公
子
代
表
理
事
）
と
１
月
７

日
、
長
谷
に
あ
る
国
登
録
有
形

文
化
財
「
旧
諸
戸
邸
（
旧
鎌
倉

市
長
谷
子
ど
も
会
館
）」
の
保

存
活
用
事
業
に
つ
い
て
、
基
本

協
定
を
締
結
し
た
＝
写
真
。

明
治
末
期
の
貴
重
な
建
物

遺
産
を
保
全
し
つ
つ
、
新
た
に

「
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
」

と
し
て
利
活
用
し
、
多
世
代
交

流
の
拠
点
に
す
る
。
２
０
２
９

年
度
の
開
始
予
定
。

旧
諸
戸
邸
は
、１
９
０
８
（
明

治
41
）
年
に
福
島
浪
蔵
氏
の
別

邸
と
し
て
建
築
さ
れ
た
。
21
年

に
諸
戸
清
六
氏
の
所
有
と
な
り
、

80
年
に
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
以

降
、「
長
谷
子
ど
も
会
館
」
と
し

て
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い

た
が
、
耐
震

診
断
で
大
地

震
時
の
倒
壊

の
危
険
性
が

判
明
、
18
年

か
ら
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
。

２
０
１
７

年
か
ら
食
を
中
心
と
し
た
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
地
域
食
堂
を

開
設
し
、
市
と
の
協
働
で
食
糧

支
援
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
た

渡
邉
さ
ん
は
前
々
か
ら
「
拠
点

が
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
。

２
４
年
に
篤
志
家
か
ら
１
億
５

千
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
そ
れ

を
も
と
に
、
拠
点
を
旧
諸
戸
邸

に
置
く
こ
と
を
決
め
、
市
と
の

協
定
締
結
に
い
た
っ
た
。

こ
の
建
物
を
選
ん
だ
理
由
と

し
て
渡
邉
さ
ん
は
「
子
育
て
を

鎌
倉
に
は
路
地

だ
け
で
な
く
山
道
も

含
め
る
と
無
数
に
道

が
あ
り
ま
す
▼
山
へ

分
け
入
る
と
「
徒
歩

の
み
通
行
可
」
の

細
い
道
が
ふ
い
に
現
れ
、
車

や
自
転
車
で
移
動
し
て
い
る

だ
け
で
は
出
会
え
な
い
景
色

に
連
れ
て
行
か
れ
ま
す
▼
先

日
、
鎌
倉
生
ま
れ
、
鎌
倉
育

ち
の
50
代
で
さ
え
「
こ
ん
な

道
、
知
ら
な
か
っ
た
」
と
立

ち
止
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
と

聞
き
、
こ
の
町
の
奥
行
き
は

底
知
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た

▼
そ
れ
と
同
時
に
大
切
な
の

は
、
知
ら
な
い
こ
と
を
恥
じ

ず
に
「
知
ら
な
い
」
と
言
え

る
こ
と
と
、
受
け
入
れ
て
く

れ
る
関
係
性
や
土
壌
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
▼
車
の
ナ
ビ

な
ど
で
は
知
り
得
な
い
新
た

な
出
会
い
や
発
見
で
、「
知
ら

な
い
」
が
尽
き
な
い
鎌
倉
は
、

今
日
も
私
た
ち
の
好
奇
心
を

や
さ
し
く
、
く
す
ぐ
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
Ｎ
）

2月

２
０
２
９
年
度

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉
の
拠
点
に

旧
諸
戸
邸
　
地
域
食
堂
と
し
て
再
生

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
鎌

倉
市
在
住
の
髙た

か

濵は
ま

彩さ

佑ゆ

生き

さ
ん

（
東
海
大
学
３
年
・
21
）
に
１

月
25
日
鎌
倉
市
市
民
栄
誉
賞
が

贈
ら
れ
た
＝
写
真
。
表
彰
式
と

髙
濵
選
手
の
報
告
会
が
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
参
加
し
て
手
話
で

拍
手
を
お
く
っ
た
。

市
民
栄
誉
賞
表
彰
式
と
報
告
会

デ
フ
バ
レ
ー
金
メ
ダ
リ
ス
ト
髙
濵
選
手

　
十
二
所
は
何
回
か
描
い
て
い

る
。途
中
は
暗
く
寂
し
い
山
道
だ
。

土
手
か
ら
垂
れ
て
い
る
水
が
凍
っ

て
い
る
。
マ
ヒ
ワ
だ
ろ
う
か
、
黄

緑
色
の
小
鳥
の
群
れ
が
崖
を
飛
び

回
っ
て
い
っ
た
。

　
い
つ
か
描
い
た
果
樹
園
を
越
え

て
上
へ
上
へ
と
進
む
。
細
い
峠
道

を
行
く
と
、
少
し
開
け
た
場
所
へ

出
た
。
鎌
倉
の
市
街
地
が
小
さ
く

見
え
て
、
そ
し
て
そ
の
先
に
富
士

が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
。「
素
晴

ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
声
が
出

た
。
富
士
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
見

え
て
い
る
す
べ
て
に
言
っ
た
つ
も

り
。
ふ
と
出
た
、
幸
せ
な
つ
ぶ
や

き
だ
っ
た
。
水
彩
　
46
×
61
㎝

95

「
十
二
所
よ
り
」

黒
川　

明

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、

聴
覚
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

松
尾
崇
市
長
は
、
髙
濵
さ
ん

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
、
サ
ー
ブ

を
決
め
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
い

た
こ
と
称
賛
し
、「
鎌
倉
市
民

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」

と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
４
年
後

の
ギ
リ
シ
ャ
大
会
で
の
活
躍

と
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
す
ま

す
の
普
及
に
期
待
を
こ
め
た
。

髙
濵
選
手
は「
応

援
が
力
に
な
っ
た
」

と
感
謝
を
述
べ
、

「
今
回
は
試
合
の
出

場
数
が
少
な
く
て

悔
し
か
っ
た
。
ギ
リ

シ
ャ
大
会
で
は
も

っ
と
が
ん
ば
り
た

い
」
と
意
欲
を
示

し
た
。「
趣
味
は
野

球
観
戦
で
ヤ
ク
ル

ト
フ
ァ
ン
」
と
始
終

笑
み
を
絶
や
さ
な

か
っ
た
。

　
春
が
近
づ
く
２
月
。
新
し
い

生
活
や
環
境
の
変
化
を
前
に
、

愛
車
に
つ
い
て
悩
む
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
手
続
き
が
難
し
そ
う
」「
古

い
車
で
も
本
当
に
売
れ
る
の
？
」

「
し
つ
こ
く
営
業
さ
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」
そ
ん
な
不
安
や
迷

い
を
抱
え
て
い
る
方
へ
、
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
は
、
あ
な

た
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
安

心
し
て
相
談
で
き
る
場
所
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
愛
車
と
の
別
れ
は
、

誰
に
と
っ
て
も
簡
単
な
決
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

を
、
大
切
に
受
け
止
め
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
疑
問
や
不
安

も
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。新
し
い
春
の
ス
タ
ー
ト
を
、

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
が
心

か
ら
応
援
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
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９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

愛
車
の
売
却
に
、
安
心
と
納
得
を

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
は
、

査
定
額
に
ご
納
得
い
た
だ
け
な

け
れ
ば
無
理
に
売
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
し
つ
こ
い
営
業

や
強
引
な
営
業
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ど
ん
な
お
車
で
も
最
低
２
万

円
以
上（
１
６
０
０
㏄
以
下
は

５
千
円
以
上
）で
買
取
保
証
。契

約
後
の
減
額
も
な
く
、
代
金
は

そ
の
場
で
現
金
払
い
。
名
義
変

更
後
も
書
面
で
し
っ
か
り
ご
報

告
し
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
安

心
し
て
お
任
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」
－
そ
ん
な
想
い

車
買
取
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

▼
初
午
祭
　
１
日
14
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。

15
時
、
佐
助
稲
荷
。
農
耕
開
始

に
あ
た
り
豊
作
を
祈
願
す
る
。

▼
節
分
祭
　
１
日
14
時
、
大

船
観
音
。
３
日
11
時
長
谷
寺
、

正
午
頃
建
長
寺
。
13
時
、
鶴
岡

八
幡
宮
。
13
時
半
・
15
時
、
遊

行
寺
。
14
時
、
龍
口
寺
。
15
時
、

鎌
倉
宮
、亀
岡
八
幡
宮
。
10
時
、

森
戸
神
社
（
豆
ま
き
な
し
）。

▼
針
供
養
　
８
日
10
時
半
、

荏
柄
天
神
社
。

▼
紀
元
祭
　
11
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

▼
大
国
祷
会
　
11
日
10
時
水

行
、
12
時
法
要
、
長
勝
寺
。

▼
涅
槃
会
　
15
日
10
時
建
長

寺
。
10
時
半
写
経
、
13
時
法
話
、

14
時
法
要
、光
明
寺
。13
時
法
要
、

龍
口
寺
。
釈
迦
入
滅
の
法
会
。

▼
祈
年
祭
　
17
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

▼
開
山
忌
　
17
・
18
日
遊
行
寺
。

▼
天
長
祭
　
23
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
天
皇
の
誕
生
を
祝

い
、
聖
寿
の
長
久
と
国
民
の
平

安
を
祈
念
。

▼
湘
南
の
宝
石
　
28
日
ま
で

江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ

苑
・
江
の
島
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
。

自
分
の
家
を
持
ち
た
い
気
持

ち
は
誰
に
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
何
時
何
処
に
持
つ

か
を
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

賃
貸
に
住
ん
で
い
て
家
賃
が

も
っ
た
い
な
い
と
無
計
画
に
走

り
出
す
と
と
ん
で
も
な
い
事
に

な
り
ま
す
。
若
く
し
て
家
を
持

つ
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
で
す
が
、

ロ
ー
ン
が
返
済
で
き
ず
に
手
放

さ
な
く
な
っ
て
は
元
も
子
も
あ

り
ま
せ
ん
。
２
年
位
か
け
て
家

づ
く
り
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

先
ず
は
土
地
探
し
で
す
。
素

人
が
掘
り
出
し
物
を
手
に
入
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
土
地
が
有
っ
た
ら
業
者
が
先

に
買
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
便

が
良
く
15
坪
位
の
小
さ
な
土
地

に
曲
芸
の
様
に
建
て
ら
れ
た
家

を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

健
康
の
た
め
に
駅
か
ら
少
し
歩

く
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
も
う

少
し
広
い
土
地
が
探
せ
る
は
ず
。

少
な
く
て
も
35
坪
か
ら
40
坪
位

は
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

変
形
し
た
敷
地
は
避
け
、
あ

る
程
度
四
角
い
土
地
で
、
南
に

道
路
や
空
間
が
あ
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
余
り
大
き
な
高
低
差

が
あ
る
の
も
避
け
ま
す
。
地
名

に
田
・
谷
・
池
・
沼
・
泥
・
葦
・
蓮
・

水
・
船
等
と
水
に
関
係
す
る
軟

弱
地
盤
も
避
け
た
い
も
の
で
す
。

逆
に
山
・
岡
・
台
な
ど
は
良
い

地
盤
と
い
え
ま
す
。

親
か
ら
の
資
金
援
助
を
当
た

り
前
と
思
わ
ず
、
し
っ
か
り
自

己
資
金
を
貯
め
て
、
派
手
で
は

な
く
良
い
家
を
手
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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自
分
の
家
を

持
つ
時
に

140

イ
タ
コ
ト
展

か
ま
く
ら
福
フ
ェ
ス

田
村
淳
さ
ん
が
講
演

鎌
倉
市
の
健
康
福
祉
部
等

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
総
合

的
な
福
祉
イ
ベ
ン
ト
「
か
ま
く

ら
福
フ
ェ
ス
」
が
１
月
25
日
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

「
イ
タ
コ
ト
展
」
で
は

１
４
０
文
字
で
表
現
し
た
故
人

へ
の
「
心
の
こ
り
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
展
示
や
、
入
棺
体
験
な
ど

が
あ
り
、itakoto

創
業
者
の

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
・
田
村
淳あ

つ
し

さ
ん
が
「
母
ち
ゃ
ん
の
フ
ラ

フ
ー
プ
」
の
題
で
講
演
し
た
。

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
宝
製
菓

創
立
80
周
年
式
典
を
〝え
の
す
い〟
で

地
域
食
堂
と
し
て
よ
み
が
え
る
旧
諸
戸
邸

江
ノ
電
の「
７
０
０
形
」今
春
か
ら
運
行

20
年
ぶ
り
の
新
型
車
両

の
江
ノ
電
グ
リ
ー
ン
▽
海
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
江
の
島
ブ
ル
ー

▽
古
都
を
感
じ
さ
せ
る
鎌
倉
ス

ト
ー
ン
グ
レ
ー
の
３
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。
前
照
灯
や
社
内
照
明

は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

を
採
用
。
新
型
の
制
御
装
置
を

取
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
い

ま
の
主
力
の
「
１
０
０
０
形
」

よ
り
消
費
電
力
を
49
％
削
減
で

き
る
と
い
う
。

江
ノ
電
の
車
両
は
現
在

６
種
類
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

１
９
７
９
年
か
ら
走
っ
て
い

る
「
１
０
０
０
形
」
と
順
次
交

代
さ
せ
る
。
１
９
５
６
年
か
ら

６
８
年
に
か
け
て
導
入
さ
れ
た

最
古
の
３
０
０
系
は
、
１
編
成

２
両
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
江

ノ
電
の
顔
と
し
て
人
気
が
あ

り
、
処
遇
は
今
後
検
討
す
る
。

江
ノ
電
の
黒
田
聡
社
長
は

お
披
露
目
式
で
「
20
年
ぶ
り
の

未
来
型
車
両
で
、
安
全
で
地
域

に
根
差
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
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